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Abstract 
Since English education in elementary schools in Japan was not a "formal subject," it has been undertaken at 
the discretion of each school and the initiative of the local Board of Education. For this reason, there is already 
a diversity of teaching experience and support systems for English education at each school and in each 
region. The purpose of this study is to clarify the characteristics of elementary school teachers as a language 
teacher in such different situations. By doing so, we aim to provide some new insights to effectively promote 
in-service teacher training that is currently being uniformly developed. To find answers to the research 
questions, we conducted a questionnaire survey of elementary school teachers in four regions in Hokkaido to 
examine the characteristics of the teacher's cognitive, affective, and behavioral aspects as well as the 
characteristics of their educational environment. 97 data were obtained, and they were compared and 
analyzed with data collected from the whole country. As a result of the analysis, it was suggested that 
initiatives for English education throughout the region and difference in school size caused a difference in 
“teachers ' cooperation system” and “teachers' school-efficacy,” which might  be influencing teacher beliefs 


























































































枠組み 質問項目 質問数 
認知面 指導観 6 
情意面 外国語学習動機 15 
行動面 外国語授業実践 11 












た授業の構築に取り組んでいる. 一方, 地域 C (N 
































値, クロンバックα係数，寄与率を, 図 1 に無動機
のヒストグラムを示す. 
表 2 因子分析因子負荷量と因子相関行列 
内発 外発 無 
英語の授業は楽しいと感じる .75 .00 .03- 
英語の勉強は興味をそそる .74 .10 -.09 
英語は勉強すれば成果が上がる .52 .20 .10 
英語くらいできるのは当然だ .37 .26 -.12 
英語を勉強しないと後で後悔する -.15 .93 .03 
英語を勉強しなければならない .02 .79 .09 
英語を身につけることは重要 -.02 .71 -.14 
英語の授業で良い成績を取りたい .13 .59 -.05 
英語学習は成長にとって役立つ .31 .46 -.15 
授業から何を得るのかわからない -.02 .10 .80 
英語の勉強は時間の無駄である .09 -.09 .77 
英語を勉強する理由がわからない -.04 -.02 .72 
内発的動機づけ ― .55 -.45 
外発的動機付け ― -.48 
無動機 ― 
表 3 記述統計, クロンバックα係数, 寄与率 
下位尺度 M SD α 寄与率 
外発的 3.82 .75 .89 42.91 
内発的 3.22 .78 .82 12.43 
無動機 2.57 .69 87 11.50 
図 1 無動機のヒストグラム 
分析の結果, 4 つの地域すべてにおいて，比較群  
M = .21,SD =.95 )と比べて「無動機」の得点が低
い傾向が見られた．地域 A (M = -.51,SD = .78)，
地域 B (M = -.28, SD =.69 )，地域 C (M = -.36,SD 





いても，比較群(N=213, M = 22.61, SD = 11.97)と対
象群(N = 146, M = 18.17, SD = 10.32)の教師経験年
数を t 検定により比較したところ，対象群の経験年
数の平均値 が有意に低かった (t (357) = 3.75, p 
=.00, d = 0.39 )．年齢の違いによる言語教師として















子のみが抽出された．表 2 に因子負荷量を,表 3 に
下位尺度ごとの平均値, クロンバックα係数，寄与
率を示す. 
表 4 因子分析因子負荷量 













下位尺度 M SD α 寄与率 
外発的 2.69 .83 .92 66.87 
分析の結果，地域で英語教育に取り組んでいる 2
地域のうち地域Aに高い傾向 （M =.77,SD =.88) が，




















また，地域 Cに「教師の協力体制」が低い傾向 (M 

























表 6 因子分析因子負荷量と因子相関行列 
 自己 学校 
私はどんな児童も進歩させることができる .81 -.18 
私は大きな教育的効果を及ぼしている .66 -.02 
私は自分のクラスの児童から好かれている .60 .04 
私は児童に学習内容を理解させられる .53 .15 
この地域では教師は敬意を払われている .49 .11 
私の学校の教師は児童の発言に関心がある -.06 .80 
私の学校では教師と児童の関係は良好だ .13 .71 
私の学校は介護が必要な児童に対応する -.14 .66 
私の学校では児童の幸福が最も大切だ .18 .55 
自己効力感 ― .58 
学校効力感  ― 
 
表 7 記述統計, クロンバックα係数, 寄与率 
下位尺度 M SD α 寄与率 
自己効力 3.34 .54 .76 41.83 













図 3 学校効力感のヒストグラム 
4 地域ともに「学校効力感」が高めの傾向が見ら
れていたが，特に「教師の協力体制」が高かった地
域 A(M =.23,SD =.98)に学校効力感が高い傾向が見
られ，教師間の関係性が教師の学校効力感に関わっ
ているのではないかと推察された． 




























表 8 因子負荷量と因子相関行列 
 学習者 教師 
教師は児童が課題探求を手助け .86 .08 
自分で解決法を見つけるべき .66 -.06 
自分で解決法を考えさせるべき .59 .02 
考えさせるより直接答えを教えるべき -.10 .75 
明確な答えのある問題を与えるべき .02 .62 
学びは予備知識の量による .12 .45 
学習者主体指導観 ― -.16 
教師主導指導観   ― 
 
表 9 記述統計, クロンバックα係数, 寄与率 
下位尺度 M SD α 寄与率 
学習者 3.84 .65 .73 34.57 
教師 2.66 .73 .62 27.38 
 
比較分析の結果，教師主体指導観にのみ違いが見














































表 11 に下位尺度ごとの平均値, クロンバックα係
数，寄与率を示す． 
 
表 10 因子負荷量と因子相関行列 
 学習者 教師 
他の児童が活用する制作物を作成させる .85 -.08 
週間はかかるような企画に取り組ませる .83 -.11 
授業の内容に児童の意見を取り入れる .75 -.04 
学習能力に応じて異なった課題を与える .69 .07 
自分の考えを書かせる .45 .31 
能力に応じたグループに分取り組ませる .36 .20 
質問で学習内容の理解をチェックする .07 .82 
はじめに前回の授業の簡単な復習をする -.23 .81 
児童のプリントやノートの点検をする .19 .59 
本時の授業の目標を明確に述べる .04 .58 
学習者主体実践 ― .48 
教師主導実践  ― 
 
表 11 記述統計, クロンバックα係数, 寄与率 
下位尺度 M SD α 寄与率 
学習者 2.32 .76 .87 51.38 



















示された．地域 C と Dは教師主導指導観が低いとい
う結果であったが，実践は学習者主体になってはお
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